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グラスゴー・カレドニアン大学（イギリス）

　 ５月は様々な場所を訪れ人に出会い、多くの学びを得るとともに今までの留学生活を

通して成長した部分を感じる場面が沢山ありました。帰国まで残り数日となり、本当に

時間が過ぎるのは早かったなと思います。グラスゴーで出会い仲良くなった人、特にフ

ラットメイトとお別れをするのはとても悲しいと同時に、そう思えるほど沢山の濃い時

間を過ごし成長できたことに感謝したいという気持ちでいっぱいです。

　テストも終わり、最後の最後までイタリア人の友達とまだまだやりたいことがあるの

で五月末は友達との予定でいっぱいいっぱいにしました。友達のご家族に普段は行けな

い山のふもとや滝などといった自然を感じられる場所にたくさん連れて行ってもらった

り、また別の友達とは、一緒にジェラートを食べたりするなど、思い出をたくさん作る

ことができました。ただ、日本語学科のイタリア人の友達はほとんどの子が日本に留学

しに来るので、また会えるという気持ちがあるので、最後のお別れはあまり悲しくな

く、SEE YOU LATER!とあっさりと別れました。横市を第一候補に留学のプログラムに

申し込んだそうなので、彼女たちに会えるのがとても楽しみです。

ベネチア大学（イタリア）

　留学期間も残り2ヶ月となり、また瞬きの間に1ヶ月の時が過ぎたのかと驚くばかりで

す。5月はかなり暑くなり、扇風機なしでは厳しい日が数日間続きました。そんな状況を

知ってか知らずかめぐみの雨も数分間しか降らず、フラットメイトはついに扇風機を買

い、一緒に扇風機パーティーをしました。かと思えば、下旬には梅雨が来たかのように

曇りの日が続き、これならあと2ヶ月も大丈夫そうだと胸を撫で下ろしました。

ウィーン大学（オーストリア）

アベリストウィス大学（イギリス）

　イギリスでは1年間で120CREDITS取得する必要があり、60CREDITS/SEMESTERが望

ましいです。ほとんどの科目(MODULE)は20CREDITSのため、今学期と次学期で3科目ず

つ履修することとなりました。

　5月は、授業はないため、試験のために2日だけ学校に行っただけです。半年分の授業が

詰め込まれた試験だったため、復習に苦労しました…。合格しているといいのですが…。

難しいと噂の授業は合格率が40％ほどで、過去問を見ても、これまでに習ったことの応用

問題過ぎて諦めましたが、友達に誘われて前日に朝まで図書館で勉強しました。

　小テストで点数を稼いでいたおかげで本番の試験で極端に低い点数でなければ合格のは

ずなので、祈るばかりです。試験で怖いことは、専門用語が多くて大変なうえに、試験で

知らない単語で問題出されると全く解けなくなってしまうことでした。案の定いくつかの

問題は英語力で解けませんでした。
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　友⼈と過ごす時間が多くなり、ラストという単語を聞くことが多くなりました。私は

特に寂しいと思ってはいなかったのですが、友⼈の「あなたたちは帰る側だからまだマ

シで、私たちは、私たちの⽇常から友達がいなくなってしまう。」という⾔葉がとても

刺さりました。

　私たちにとって留学は、特別なもので帰る直前になると、帰国の準備や帰国後の⽣活

の準備など、とても忙しくなります。だから、寂しいと感傷に浸ることはできないで

す。でも彼らにとっては、彼らの⽇常⽣活に私たちが⼊り、⼀年でいなくなってしま

う。その気持ちは少し理解できます。

オレブロ大学（スウェーデン）

　5月16日と23日に開催されたアマチュアバスケットボ

ール大会「Whistle League」に、私が所属する淑明女

子大学のバスケットボールチームが参加しました。私は

23日の試合に出場しました。結果は全敗でしたが、大会

に向けてチームで攻撃やディフェンスの戦術を話し合

い、一緒に練習を重ねたり、対戦相手の試合動画を分析

したりしながら準備を進めることができました。

また、この大会を通してチームの仲間との絆がさらに深

まったと感じています。試合後にはみんなで食事にも行

き、競技面だけでなく人間関係の面でも非常に貴重な経

験となりました。

淑明女子大学校（韓国）

　縁あってハルムスタード大学の卒業式に参加することが決まっている。とても素晴ら

しい大学の卒業式に出られて光栄。最後はあまり気を張りすぎずに、ハルムスタードな

らではの自然やゆったりとした時間を満喫しようと思っている。

ハルムスタード大学（スウェーデン）

　5月13日にCoffee hour dayという文化交流イベントがありました。日本は白玉団子

と小豆、抹茶のブースを出しました。ほかにも折り紙やコマ、けん玉など日本の文化を

紹介しました。その結果フードブースの部門で１位を取ることができました。

　5月27日には犠牲祭があり、実際に牛が屠殺されるところを見学しました。初めて屠

殺されるところを見たので衝撃でしたが、とてもいい経験ができました。

マレーシア科学大学（マレーシア）
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